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室町時代後期から神前型灯籠を、有力者や信者が競って寄進し、数多く献納されました。

金剛院本堂前にこの神前型灯籠があります。 

宝珠と請花をシンプルにつくり、笠部の頂部にのせています。笠も江戸時代の新しい形式

で反が強くはねあがっています。火袋には左右に日月を配していて、それを受ける中台も単

純です。竿部にはめずらしく梵字を配しています。竿部全体に銘文を記しているので紹介し

ます。 

 

 

 

神前型灯籠 

春日灯籠 

（千里丘３丁目） 

 

日  時 平成 16年７月 21日（水） 

午後２時～４時 

会  場 総合福祉会館第１会議室 

講  師 ふるさと摂津案内人 早川博氏 

生涯学習課職員 

参 加 費 無料  

定  員 60 名   
※受講に際しては、申し込みは必要ありま
せん。講座当日に直接会場へご来場くだ
さい。 

 

 

宝珠・請花（ほうじゅ・うけばな） 

笠部（かさぶ） 

火袋（ひぶくろ） 

中台（ちゅうだい） 

竿部（さおぶ） 

 

①金剛院 

②淀川から 

土器が出土 

金剛院内に一般的な春日灯籠があります。宝珠の部分がシンプルなのに比べて請花の花弁

は一枚ずつていねいにつくられています。笠部の蕨手（わらびて）が出現するのは、鎌倉時

代以後であり、古いものでは巻き込みの立ちあがりが長くしっかりしていますが、新しいも

のになると丸みに加えて単なる渦巻きとなるのが特色です。この蕨手も単純な渦巻文となっ

ています。火袋にも連子や格狭間を設けていません。中台は、四辺に切り、請花で受けさせ、

竿部を極端にすぼめてこの部分に銘文をいれているのが見られます。 
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春日灯籠 



 

 

 

    

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【所 在 地】摂津市千里丘東４丁目１ 

【設置年度】平成４年度改修 

 条里制 条里制とは農地開拓のために行われた

耕地の地割制度のことです。東西南北に六町(一

町は約 109m)幅に区画されていました。一町方格

はさらに 36 に分けられ、坪と呼ばれました。摂

津市域の北部には、条里制を踏襲したまちなみが

残っています。また千里丘東四丁目辺りは以前

｢坪井村｣と呼ばれており、条里制の名残だろうと

考えられています。 

現在、条里制の起源については、大化の改新が

はじまり大宝律令・養老律令の施行の時期、すな

わち中央集権的な大和朝廷が確立した時期が有

力な説となっています。 

摂津市を含む三嶋地方の条里は、正東西・南北

に展開する嶋上郡・嶋下郡の条里を主体としなが

ら、摂津市域・吹田市域においては約 33 度北西

へ方位が転換する地域として知られています。ま

たちょうどこの方位が転換しているところに条

里制の顕彰札があり近くに境川が流れています。 

 

○ 

庄屋公園 

 

 

 淀川は瀬戸内海と琵琶湖を結ぶ日本を代表する

大河です。人々は昔から農業用水や生活用水として

利用するだけでなく、舟運によって貨客を運び、生

活や文化を豊かにしてきました。まさに生活や文化

を育む母なる大河といえるでしょう。 

 この淀川が流れる市域の南に鳥飼大橋が架橋されていま

す。そして、鳥飼大橋の右岸上流側に和道遺跡が位置しま

す。和道遺跡は現況は河川敷ですが、土器の散布地として

周知されていました。この和道遺跡の地に大阪モノレール

の建設がはじまりました。その折、平成４年に橋脚部分に

つきまして、発掘調査が実施されました。（つづく） 

この境川に沿って｢坪境石｣とか｢けんか石｣と呼ばれる６個の石が並んで発見されていま

す。昭和 58 年に大阪府教育委員会によりこれらの石の発掘調査が実施されました。調査の結

果、坪境石が現在の状態に置かれたのは近世から近代のころと判明しました。しかし、地上

げや土地改良の度に設置しなおされた可能性があり、石自体は古いものである可能性を残す

と報告されています。この坪境石のうち３つが顕彰札の下に置かれています。 

 

 

 

千里丘東１丁目 

顕 彰 札 

設置場所 

ＪＲ 

東海道本線 
阪急京都線 

境川 

千里丘東４丁目 

○ 

千里丘駅 

 

千里丘東３丁目 

香露園 

○第１中学校 

 

 

総合福祉会館 

 

○ 

和道遺跡 


